
 

 

 

 

 

 

「ＣＳ の日」
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

令和７年度 竜北西部小学校 第８号 

       文責 校長 山﨑 知博 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

学校教育目標 自分・相手・まわりを大切にし、一人一人が輝く 竜西っ子～ふるさとを愛し、多くの人から応援してもらえる児童の育成～ 

 

１１月１日（土）の「ＣＳの日」は、学校運営協議会の皆さんが中心となり、「地域の良さを知り、ふるさとを大切にす

る子どもを育成する取組」が行われました。 

午前は、「オータム交竜会」と題し、氷川町の自然・産業・人物・文化・歴史に関することについて学びました。本校出身

の竜北中２年生が先生役となり、本校各学年の児童に対して素晴らしい授業をしてくれました。 

午後の「ふれあい活動」では、伝統文化・食文化・スポーツ等に関する活動を行いました。ＣＳ委員を中心とする地域の

方々が先生役となり、一緒に作品を作り上げたり活動したりしながら、児童は多くのことを学ぶことができました。 

 
 

１年生「氷川町の生き物」 ２年生「宝石トマト」 ３年生「道の駅竜北」 

「オータム交竜会」（午前）の様子 

４年生「秋山幸二さんと平岡さん」 ５年生「梨」 ６年生「氷川の古墳について」 

「ふれあい活動」（午後）の様子 

１年生「松ぼっくりでけん玉つくり」 ２年生「さつまいもを使ったおやつづくり」 ３年生「アレンジフラワーづくり」 

４年生「リースづくり」 ６年生「モルック体験」 ５年生「タイダイ染め」 

天候にも恵まれ、多くの保護者の方、地域の方に来校いただき、とても賑やかな「ＣＳの日」となりました。様々な場面

で、笑顔で生き生きと活動に取り組む児童の姿が見られました。竜北中２年生、ＣＳ委員及び応援してくださった方々に心

から感謝申し上げます。郷土の素晴らしさを感じながら、大人も子どもも楽しく学び合う有意義な機会となりました。 
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